
鳥取県議会告示第１号

鳥取県議会委員会傍聴規程を次のように定める。

平成24年３月14日

鳥取県議会議長 伊 藤 美 都 夫

鳥取県議会委員会傍聴規程

（趣旨）

第１条 この規程は、鳥取県議会委員会条例（昭和31年鳥取県条例第32号。以下「条例」という。）第14条第３

項の規定に基づき、委員会の傍聴に関し必要な事項を定めるものとする。

（傍聴席）

第２条 傍聴席は、一般席及び県政記者席に分ける。

２ 一般席の定員は、各委員会ごとに５人とする。

３ 前項の規定にかかわらず、委員長が必要と認めた場合は、定員を変更することができる。

（傍聴券の交付等）

第３条 傍聴券は、委員会の当日、受付に備えられている傍聴受付簿に住所、氏名及び傍聴を希望する委員会の

名称を記入した者に対し、当該委員会の一般席の定員の範囲内において、受付順に１人１枚を交付する。

２ 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴券に記載された日及び委員会に限り、一般席において傍聴することができ

る。

（傍聴券の着用）

第４条 傍聴券の交付を受けた者は、これを衣服等の見やすい場所に着用しなければならない。

（傍聴券の返却）

第５条 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴を終え、退場しようとするときは、これを受付に返却しなければなら

ない。

（傍聴席に入ることができない者）

第６条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴席に入ることができない。

(１) 銃器その他人に危害を与えるおそれのあるものを携帯している者

(２) 酒気を帯びていると認められる者

(３) 動物（身体障害者補助犬法（平成14年法律第49号）第２条第１項に規定する身体障害者補助犬を除

く。）を伴う者

(４) 張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を携帯している者

(５) 笛、らっぱ、太鼓その他楽器の類を携帯している者

(６) その他委員会の運営を妨害するおそれがあると認められる者

２ 乳幼児は、傍聴席に入ることができない。

（傍聴人の守るべき事項）

第７条 傍聴人は、傍聴席においては、次の事項を守らなければならない。

(１) 静粛にすること。

(２) 委員会における言論に対して批判し、若しくは可否を表明し、又は私語若しくは拍手をしないこと。

(３) はち巻、たすきの類をする等示威的行為をしないこと。

(４) 帽子、コート、えり巻又はげたの類を着用しないこと。ただし、病気その他の理由による場合は、この

限りでない。

(５) 飲食又は喫煙をしないこと。

(６) 携帯電話その他の音声を発する機器を作動させないこと。

(７) 写真撮影等のために発光装置を使用しないこと。ただし、報道関係者が撮影等取材のために使用する場



合は、この限りでない。

(８) その他委員会の秩序を乱し、又は委員会の運営の妨害となるような行為をしないこと。

（係員の指示）

第８条 傍聴人は、全て係員の指示に従わなければならない。

（傍聴人の退場等）

第９条 傍聴人は、次に掲げる場合には、速やかに退場しなければならない。

(１) この規程に違反し、委員長が退場を命じたとき。

(２) 条例第15条の規定に基づき秘密会とすることが決定されたとき。

(３) その他条例第14条第２項に基づき委員長が退場を命じたとき。

２ 前項第１号及び第３号に該当して退場した者は、傍聴券を受付に返却しなければならない。

３ 前項の規定により傍聴券を返却した者の当日における委員会の傍聴は、認めない。

（補則）

第10条 この規程に定めるもののほか、委員会の傍聴に関し必要な事項は、議長が別に定める。

附 則

この告示は、平成24年３月14日から施行する。


